
1) 御本宮の御祭神は大物主神と崇徳天皇、古来から農業・殖産・医薬・海上守護の神として伝えられている。2) 御本宮と御別宮を
つなぐ南渡殿。 3) 御本宮へ向かう最後の階段「御前四段坂」は133 段。4) 御本宮の展望台からは瀬戸大橋や讃岐平野を一望できる。
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え

全国的にもユニークな、駅前にある現代美術館。
三越の包装紙「華ひらく」を手掛けた香川県出身
の猪熊弦一郎の作品約２万点を所蔵するほか企画
展も通年で開催。谷口吉生設計の館内は、自然光
をふんだんに取り込んだ開放的な空間が広がる。

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館
東山魁夷提案のライトグレー色の瀬戸大橋が眼
前に広がり、万葉のロマン漂う歴史的遺産や、
瀬戸内海の美しい自然に囲まれ、心の癒しや憩
いの場となる美術館。設計は谷口吉生。館内の
カフェから見える瀬戸大橋は格別の景色。

香川県立東山魁夷せとうち美術館

香川県坂出市沙弥島字南通224-13
0877-44-1333
9:00～17:00（最終入館 16:30）
月曜日（祝日の場合は開館、翌日火曜日が休館）、
12月 27日～1月1日、展示替えのための臨時休館あり
一般400円 ※特別展開催時は別料金
高校生以下、香川県在住の 65歳以上の方無料。
JR坂出駅、JR宇多津駅からそれぞれ車で約20分。
坂出北ICから車で約10分。坂出ICから車で約20分。
※坂出北 ICは四国側からの下車不可。

□住
□電
□営
□休

□料

香川県丸亀市浜町80-1
0877-24-7755
10:00～18:00（最終入館 17:30）
月曜日（祝日の場合は開館、直後の平日が休館）、
年末12月25日～31日、臨時休館日
一般300 円、大学生200 円 ※企画展は別料金
展覧会の観覧料を 2025 年 4 月12 日（土）より改定。
詳しくは、web を参照。
JR丸亀駅下車徒歩約1分。坂出北ICから車で約15分。 ※坂出北IC
は四国側からの下車不可。坂出IC、善通寺ICからそれぞれ車で約15分。    

□住
□電
□営
□休

□料

□交

瀬戸内海
歴史民俗資料館
2024年 12月に国指定の重要文化財になりました！

こ ん ぴ ら 礼 讃 香川県観光 注目情報 2025年
vol .2 （2025年3月発行）
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一般非公開である奥書院は江戸前
期に建てられ、1955年に国の重要文
化財に指定。「上段の間」は、伊藤若
冲の「百花の図」で、床の間、壁、襖と、
四方が201図の草花で包まれている。

伊藤若冲「百花の図」

奥 書 院
5

諸儀式や参拝に訪れた人々との応
接の場として用いた表書院は、江戸
前期に建てられ、1955年に国の重要
文化財に指定。江戸時代を代表する
天才絵師・円山応挙が障壁画を5つ
の部屋に連ねて描く圧巻の構成。

円山応挙「遊虎図」 （西面）

表 書 院
6
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幸福の黄色いお守り 桜蒔絵御朱印帳 親子守り

重要文化財指定記念品ほか
守 札・授 与 品・縁 起 物

もあります！
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最寄りの ART Sp o t  0 1pick up 最寄りの ART Sp o t  0 2pick up

撮影 増田好郎

撮影 増田好郎

撮影 増田好郎 カフェからの眺め

□交

れきみんを巡ろう！瀬戸内海の
歴史の宝庫

当時のPhotoLet’s Go!

金刀比羅宮が秘める一般非公開の重要文化財の間「奥書院」の特別アー
ト鑑賞体験。静寂に包まれた完全貸切の空間で心ゆくまでご鑑賞い
ただいた後に締めくくるのは、非公開の間「白書院」での瀬戸内の
旬の食材を贅沢に使った和洋折衷のフレンチコース。金刀比羅宮の
芸術と美食に浸る非日常体験が味わえる特別なひとときをご堪能。

白
書
院
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石段500段目にある、こんぴらさんの森が見
渡せる空間のレストラン。地産地消をモッ
トーに地元の食材を使用したコース料理を
楽しめる。カフェテリアでは人気の「神椿
パフェ」を中心としたスイーツや軽食など、
参拝の方の憩いの場となっている。

カ
フ
ェ
＆
レ
ス
ト
ラ
ン 

神
椿
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一般非公開の間「奥書院」の秘蔵アート特別鑑賞と
瀬戸内の恵を味わう貸切ランチ

丸亀市

琴平町

高松市

約 35分
(約23km)

約 20分
(約9km)

高松市・中讃
エリア

坂出市

金刀比羅宮

大漁旗 ▶
大漁のシルシバタ
（国指定重要有形民俗文化財）

ナウマンゾウの骨・歯
氷河期終了後の温暖化により海
面が上昇し、海に沈んだナウマン
ゾウの骨が漁で引き揚げられる

渇水の際の雨乞龍の
練り歩き（1939年）

エビスサン
大漁の神様

ダンベ
竹で編んだ大型生簀

ナマリ
貝類、ナマコ、ウニな
どを採るヘルメット式
潜水漁で用いるオモリ

船ランプ

雨乞龍

れきみんの灯台
高松港で約 30 年間、
海の安全を守ってき
た赤・白灯台の灯ろ
う部分を移設した

Ⅰ) 御本宮の格天井に
施されている「桜樹
木地蒔絵」は 138 枚
あり、桜の絵柄は1枚
1枚異なる。Ⅱ) 香川の
漆芸のひとつ「蒟醤」
で人間国宝に認定さ
れている山下義人氏
らが復元を監修。ヒノ
キの板に、木の幹の部
分は金で描き、花の部
分は金粉とプラチナ
箔を 3 層に重ねて表
現することで、黒く傷
まない装飾を実現。
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香川県立東山魁夷せとうち美術館

瀬戸内海歴史民俗資料館

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

ヨベッサンとリョースケサン
大漁の神様

復元の監修者 
人間国宝　山下義人氏

みなみわたどの おんまえよだんざか

こ
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御本宮本殿に今も残る建築当時の桜
（左）本殿南側外壁の蒔絵（右）本殿北側外壁の蒔絵

2024年 8月新たに国の重要文化財に
指定された建造物（12棟）

以前から国の重要文化財に
指定されている建造物
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御別宮（三穂津姫社）
（本殿・中殿・拝殿）

御別宮（三穂津姫社）
（本殿・中殿・拝殿）
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江戸末期に建てられた旭社は、1982
年に国の重要文化財に指定。神仏分
離以前、金毘羅大権現の金堂として
建立されたものが今に残る。軒や
梁、柱、扉にある人や鳥獣、草花
など見事な装飾は必見。

旭 社
7

金刀比羅宮で最も重要な祭典。宵宮祭、
例祭、御神輿渡御等が 10 月 9 日～11日
の3日間で行われる。特に10月10日の「お
下がり」では、豪華な金色の御神輿や貴
重な御神宝の数々が１年に１度琴平山の
ふもとの門前町に厳かに下りてくると、
参道は更に厳粛な雰囲気となる。

例大祭

本殿南側の外壁に桜の幹が描
かれ、屋内の格天井に花が広
がり、北側の外壁では枝先に
咲く花が表現されている。建
物全体で満開の桜を表してい
るような構成になっている。

蒔絵は南北の本殿側壁にも

御本宮の蒔絵
8

かつては大陸だった!?

いただきさんの自転車
鮮魚行商人「いただきさん」が
利用していたサイドカー付きの自転車

漁撈用具や船大工用具等約 6,000 点の国指定重要有形民俗文化財がある

階段を
のぼっ

て展望
台へ

360°見
渡せる

大パノ
ラマ

香川県三豊市仁尾町では、
現在も夏の「仁尾竜まつり」
でわら製の竜をかついだ人
たちが町を練り歩く

まるで「海賊の城」！？　
瀬戸内海を一望する高台に建つ石積みの建築
　日本で初めて国立公園に指定された瀬戸内海国立公園
内の景勝地五色台に佇む資料館。2024 年 12 月に国の重
要文化財に指定された。瀬戸内地域の暮らしや文化を物
語る木造船や漁撈用具、雨乞い用具などを展示しており、
約6,000点もの国指定重要有形民俗文化財がある。1970年以
降の建築としては、全国で初めて重要文化財となった建物
も必見。設計は、丹下健三設計の香川県庁舎（国重要文
化財）の建築にも当時、香川県庁職員として携わった山
本忠司。この地でとれた石を積み重ね、まるで「海賊の城」
のような外観や、自然の地形に合わせて配置された展示
室、各所に設けられた大きな窓は、瀬戸内海の自然景観
との調和が図られている。これまで「日本建築学会賞」
を受賞するなど、香川県を代表するモダニズム建築。

香川県高松市亀水町1412-2
087-881-4707
9:00 ～ 17:00（最終入館 16:30）
月曜日（月曜日が休日の場合は、原則として翌
火曜日）、12月29日～ 1月 3日、臨時休館あり
無料
JR高松駅から車で約25分。高松檀紙ICから車で
約30分。坂出北 ICから車で約30分。 ※高松檀紙 IC
は坂出側からの下車不可。坂出北 ICは四国側からの下車不可

□住
□電
□営
□休

□料
□交

マエソ
棕櫚と稲わら
で編んだ防水
用前掛け

しゅろ

木靴

30艘を超える和船

シリーズ

海 の 信 仰

フナダマサン
船を守って
くれる神様

カニの甲羅
の魔除け
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いけす

「香川県観光 注目情報」（当冊子）に関するお問い合わせ先／香川県交流推進部観光振興課（国内セールスグループ）TEL:087-832-3362  Email:kanko@pref.kagawa.lg.jp

よいみやさい

れいさい ご し ん よ と ぎ ょ

約 40分
(約25km)

約 60分
(約41km)




